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感受体申におけるチヤ赤葉枯病菌の存在と

種子の温湯処理について

山本昌木・野津康敬※（植物病学研究室）
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　チヤ赤葉枯病菌は菌糸および胞子で被害植物上で越冬
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）
し，翌年の第一次伝染源キなるといわれる。また外観健

全な感受体中にたんそ病菌類の存在するという報告もあ
　（ユ）

る。筆者らは1955年以来今チヤ赤葉枯病菌が外観健全と

思われる感受体の葉，枝，種子などから分離されること

を確め，治病の一手段としてチヤ種子の温湯処理を行な

ったので，その大要を報告する、実験材料を恵与された

島根県川本農業改良普及員藤田武夫氏（当時呆都府茶業

試験場勤務）に感謝する．

I　チヤ赤葉枯病被害部，同近接部およぴ外観健全と思

　われる部分より病原菌の分離

　1，000倍昇禾水で表面消毒を行なったチヤ葉より赤葉

椿病菌の分離を行なった。その一例を示すと，病斑部で

87％，膏斑部からの距離0．5cm一で87％，1．0cmで62％，

1．5c皿で50％であった。また肉眼では全く病斑を認めな

い葉や枝からも菌を検出した．枝では病斑部から21㎝離

れたところでも・62－100％程度の高い存在率を季した．

さらに，被害葉，枝，新芽，果たくおよび種子から病原

菌の争離を試み牟が・50二100％の検出率であった・

第1表　チヤの各部位におげる赤葉枯病菌などg存在

G F M A V P

病斑部 12，5 37．5 25．0 0 12．5 0
外観健全葉 25．0 12．5 0 0 0 37．0

枝 50．0 37．5 12．5 0 c 0
新　　芽 12．5 ／2．5 0 0 O 0
果た　く 25．0 12．5 0 12．5 0 0
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N．B．G＝θ加ぢαア加α　　　　F二F伽αア加肋

　　　M＝∬αc708アor加叩　　A＝ノ叩〃が肋8

　　　V＝7θ7汽c〃加肌　　　P＝Pεηεo〃加肌

※　現在島根県安来農業改良普及所，新姓高橋

　筆者らの最も多く分離し得た赤葉椿病菌の胞子は11～

19xろ．5～5．5μの大きさを持っているので争ω8α・肋

cα舳肋αe（Co0K）BUTL服に相当するものと思われる．

が。チヤのたんそ病菌類にはα・㎜㈹〃α・胴8必肋，

α…叩・曲肌伽θ・・加θπ・加などが知られており茅本菌

を凱曲8・z肋の不完全時代とする意見もあるが；ま

だ繕論が得られていない（6）ので，本菌の正確な同定につ

いては今後の研究をまちたい。

　つぎに。θ吻αア肋菌以外の存在をも考慮して菌の分

離を行なった結果，第1表のような結果を得た．

　また，松江市内2カ所産および京都府茶業試験場より

頂いたチヤ種子（晶種ヤプキタ，京研22号，平野55号）

より菌の分離を試みたが，地域や晶種による差異ははっ

きりとせず・どの材料からも175－450％で赤葉枯病菌

を分離することがでぎた。ごれらの菌はチヤ葉に接種し

た緒果病原性を認めた。なお，本菌の分離は1～4月に

わたり行なわれたものであるが，外観健全なチヤ葉中の

菌類潜在率には季節的消長のあるζとが知られているの
　（ユ）

でヨ今後検討を要するものと考えられる。

皿　赤薬枯病菌菌糸および胞子形成温度

　ジャガイモ寒天上でg菌糸の発育をしらべたところ婁

本菌は15oCでもかなりの発育を示し，30．Cが最適で，

35？C以上では全く発育を認めなかった。また胞子の形苗

成は15◎Cと20oCでは4目目に，25◎と30◎Cでは2目目

にみられた。

皿　赤葉枯病菌胞子および菌糸の致死温度

　チヤ葉浸出液で本菌胞子懸濁液を作り，45。，48◎，

50◎・53o，55。。鴉◎および60．Cの温湯で，10，20，

40，60および120分間処理後，28◎Cの湿室内でスヲイド

法により発芽させ，14時間後各区500ずつの胞予発芽率

を求めた．その結果，胞子致死温度は50◎C40分間であ

ることを知った．
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　また，未菌菌糸をジャガイモ寒天斜面に植え付げ，

45◎争55oおよび60◎Cの恒温槽に／0，20，40および120分

間浸漬してから28oCでその後の菌糸発育をしらべた繕一

果，50．Cで10分間以上熱処理したものは菌糸の発育を

みなかったので，菌糸の致死隈界温度は50oC20分と考

えられる．

IV　チヤ種子の温湯処理

　すでに述べたように，赤葉枯病菌はチヤ種予中にも存

在すると考えられるので，胞子および菌糸の致死温度を

参照して種子の温湯処理を行なった．恒温槽の温度を

48o，50o，53o，55。および58◎Cに調節し，10，20およ

び30分間ずつ種子を浸漬してから菌の分離を行なった霧

　第2表に示すように・本菌峠53◎Cで30分問処理して

一も種子中に生存し，種子の発芽は53oC20分キりも58．C

10分処理まで可能のようである、

　つぎに，温湯処理をした種子を未箱内に11月13目播種

し，1月24目に調査したが，55◎C30分間。58叩で20～

30分問処理したものでは発芽しなかったが。その他の区

．は対照区と差異を認あなかった

　　　　　　第2表チヤ種子の温湯処理

　　　　　　　　　　　　（2）
を与えるという報告があるので今後の研究を必要とする

であろう。

　チヤ種子に害を与えないで，この中の病原菌を殺すこ

とがでぎれぱ，健全な苗を育成するに役立つであろうと

考え，その一方法として種予の温湯処理を行なった。そ

のために，まず菌糸および胞子の致死温度をしらぺた
　　　　　　　　　　　　　　　　（5）
が，菌糸は50oC20分が隈界で，中田の50◎C10分とは一

致しない、また，胞子の致死温度は50oC40分であり，

．菌糸よりやや温度低抗性が強いようである・菌糸準育お

よび胞子発芽の最適温度は25－30．Cの問にあったが，
　　　　（5）　　　　　　　　　　　（4）
これは中田の2アー29．C，永田の25－27．Cとほぽ一致す

る。

　つぎに，種子の温湯処理を試みたが，53◎C30分処理

でも赤葉枯病菌を分離した。チヤ種子の発芽は55．C20

分～58．C10分で害されるから，温湯処理としては55oC

佃∵20分間位が適当と考えられる．しかし，チヤから分

離される赤葉枯病菌やたんそ病菌には沢山の系続もあろ

うと思われるので・今後多くの菌系統やチヤ昂種種子を

用いて実験をくり返すことにより安全な治病法を生み出

すことがでぎるであろう、

　　　処理温度（C）

処理時間（分）

　　処理種子数

10発芽種子数、

　　分離菌数

　　処理種子数
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　　　　　　　考‘　　　　　察

　従来，チヤ赤葉植病菌は胞子および菌糸で被害植物に

ついて越冬し，翌年これより第一次発生を見るとされて

いるが，筆者らの実験によると，肉圓良で健全と認められる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（工）
部分にも菌の存在を認めた。これは安部らの実験と一致

する．また筆者らは1外観健全と思われるチヤ種予からも

赤葉枯病菌を分離した。θ加8α・伽菌以外に分離された

菌類のうちで，肋・〃加肌菌が特に多かったが，”・｛㎜

菌はセイロンにおいてチヤ種子中に存在し，発芽に大害

摘　　　　　　要

　1．肉眼で健全と思われるチャの葉，新芽，果たく拓

よび種子などから赤葉枯病菌を分離した．θが8かゐα菌

のぽか，Fωα・加肌菌なども検出された。

　2．’本菌の菌糸発青および胞子発芽最適温度は25。一

30◎Cであり，胞子の致死温度は50T40分，菌糸の場

．合，50oC20分であった、

　3．チヤ胞子を53◎Cで30分間温湯処理しても赤葉椅

病菌が分離されたが，53oC以上の高温では分離されな

’かった⑧チヤ種子は55◎C20分間または58．C10分間処理

しても発芽する。
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Summary 

1 . This paper deals with the presence of brown blight fungus in tea plants 'and the results 

of experiments on the hot water treatment of the seeds of tea plants as one of the control 

measures. 

2- . Guigardia fungus was isolated from every part _i. e. Ieaves, branches, sprouts, fruit 

receptacles, ete, of tea plants which.were regarded as healthy. Besides this fungus, Fusariuln 

and other fungi were isolated from them. 

5 . The optimum' temperature for the mycelial growth and spore germination lies at 25 

35' C . The lethal temperatures of spores lies at 5C' C for 40 minutes and of the mycelia 

lies at 50' C for 20 minutes. 

4 . Causal fungi were isolated from the seeds of. tea plant treated with hot water for 50 

minutes at 55' C , but not in higher temperatur**s thari 55' C . The germination of the seeds 

was slightly inhibited by means of hot water treatrilent at 58' C for I O minutes. These 

results might show the possibility of controlling the brown blight with hot water at 55' C 

for lo minutes. 
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